
●「2007 年 FIS ノルディックスキー世界選手権札幌大会」に向けた 
札幌ドームでのコース造成の検証について 

 

2007 年 FIS ノルディックスキー世界選手権札幌大会組織委員会では、「第 84 回全日本

スキー選手権大会」のクロスカントリー競技（平成 18 年 2 月 9 日～2月 14 日）のうち、

2月 11 日に札幌ドームで行われる男女スプリントを、2007 年の本大会のテストイベント

と位置付け、コース造成についての検証を行います。このほどコースレイアウトや造成

日程などが固まりましたので、お知らせいたします。 

 

１ テストイベントの概要 

全日本スキー選手権大会のクロスカントリー競技は、これまですべての種目が白旗山

競技場で行われていましたが、今年の同競技の種目のうち男女スプリントについては、

来年開催する世界選手権大会のテストイベントとして、札幌ドームで実施されることと

なりました。 

なお、札幌ドームのクローズドアリーナおよびオープンアリーナ、そして屋外サッカ

ー場を使ってのスキー大会の実施は、同ドームの開業以来初めてとなります。 

 〔大会名称〕 第 84 回全日本スキー選手権大会 

        ・主催 （財）全日本スキー連盟 

・主管 （財）北海道スキー連盟、（財）札幌スキー連盟、 

（財）2007 年 FIS ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｽｷｰ世界選手権札幌大会組織委員会 

 〔競技種目〕 クロスカントリー競技・男女スプリント（いずれもクラシカル 1.1km） 

 〔開 催 日〕 平成 18 年 2 月 11 日（土） 

 〔開始時刻〕 午前 11 時（公式練習は午前 9時 30 分） 

 〔競技会場〕 札幌ドーム（札幌市豊平区羊ケ丘 1番地） 

 〔参加選手数〕 男子 99 人、女子 47 人（予定） 

 

２ コース造成日程 

平成 18 年 2 月 8 日（水）～10 日（金） 

 

３ 検証内容 

2007 年の本大会に向けて、クローズドアリーナ内の融雪量や温度・湿度、オープンア

リーナにおける FIS 基準に合ったコースの設営、ホバリングステージや芝生への影響な

どについて検証を行います。 

 

４ 取材について 

（１）駐車場および動線（別紙参照） 

   ドーム敷地内に入る際、警備員に報道関係者である旨を告げて、駐車券を受け取り、

ドーム地下 1階の「報道関係車両駐車場」に車を止めてください。 



（２）報道受付 

ドーム地下 1 階の「報道受付」にお越しください。係員が取材エリアまでご案内い

たします。駐車券をお持ちの方は、スタンプを押しますのでご提示ください。 

（３）腕章の着用について 

   取材される方全員が、必ず自社の腕章を着用してください。 

（４）コース造成時および大会当日の取材可能日時および作業等スケジュール 

日   時 作 業 等 備  考 

13：00 報道受付開始  2 月 9 日（木） 

14：00～15：00 雪入れ（1回目）  

9：00 報道受付開始  

9：30～11：00 圧雪作業（1回目） 

11：00～13：00 雪入れ（2回目） 

13：00～14：00 圧雪作業（2回目） 

※この時間帯の取材は、

クローズドアリーナのみ 

2 月 10 日（金） 

14：00～15：00 報道陣へのコース開放 ※コース上での撮影可能 

7：00 報道受付開始  

8：00～9：00ごろ 
圧雪作業（3回目）およ

びコース溝切り作業 

 

9：30 公式練習開始  

11：00 競技開始  

13：00～15：00 
国際スキーマラソン参

加者へのコース開放 

 

2 月 11 日（土） 

表彰式終了後

(13：20 ごろ) 

今回の検証についての

インタビュー開始 

 

※ 取材場所は、別紙「取材エリア」でお願いします。なお、コースの造成作業中は、

重機等の動きに十分ご注意ください。 

※ 今回の検証について、組織委員会職員が記者の皆さんからのご質問をお受けしま

すので、表彰式終了後(午後 1時 20 分ごろ)大会本部テント前にお集まりください。 

 

５ その他 

（１）2007 年の本大会のコースは、今回のコースとは異なります。 

（２）大会終了後、午後 1 時から同 3 時までのコース開放は、翌日行われる国際スキーマ

ラソンの上級参加者が対象です。 

 

 

問い合わせ先 

（財）2007 年 FIS ノルディックスキー世界選手権札幌大会組織委員会 

電話 011-281-2007 
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